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廃炉中長期実行プラン上の段階的な取り出し規模の拡大における

燃料デブリ保管施設の位置付け

➢ 段階的な取り出し規模の拡大の燃料デブリ取り出しを実施するための保管機能
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表 廃炉中長期実行プラン上の位置付け
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段階的な取り出し規模の拡大における燃料デブリ保管施設の目的

➢ 段階的な取り出し規模の拡大における燃料デブリ保管施設は，燃料デブリの性状や挙動を確認
しつつ，安全･安定的に燃料デブリを保管し，その運用を通して取り出し規模の更なる拡大に向
けた習熟度向上を図る設備

図 段階的な取り出し規模拡大の燃料デブリ取り出し作業イメージ
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段階的な取り出し規模の拡大における燃料デブリ保管施設の全体構成

➢ 【受入・払出セル】にて燃料デブリを受入れ，容器に収納する

➢ 保管方式は以下の２種類の方式を検討中

Ⅰ【保管容器】方式：遮へい・閉じ込め機能を持つ保管容器に収納缶を格納し保管室で保管

Ⅱ【保管セル】方式：遮へい・閉じ込め機能を持つコンクリートセルに収納缶をラックで保管

➢ これらの設備に対して建屋を新設
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今回ご相談したい内容

4

◼ 段階的な取り出し規模の拡大における燃料デブリ保管施設の一部で，受
け入れた燃料デブリを取り扱う受入・払出セルの耐震の考え方

◼ 段階的な取り出し規模の拡大における燃料デブリ保管施設として検討中
である２種類の保管方式（保管セル方式, 保管容器方式※ ）についての
安全機能の分担案

※遮へい機能及び1次ﾊﾞｳﾝﾀﾞﾘ機能を容器で確保


